


 

 

 

 

 

○特殊詐欺の被害防止 

○子供と女性の犯罪被害防止 

○侵入盗の防止 

○自動車盗の防止 

・出入口や窓は、補助錠（二重ロック）などで施錠を強固にし、戸締りを徹底しましょう。 

・訪問者に対して、ドアを開ける前にまずインターフォン等で確認しましょう。 

・宅配業者の訪問を偽装した侵入手口の対策として宅配ボックス等を活用した非対面

形式の宅配方法を活用しましょう。 

・店舗や事業所を不在にする場合は、現金を保管せず、出入り口に「現金ゼロ」の   

防犯宣言プレートを掲示しましょう。 

・貴重品は、破壊や搬出に耐え得る防犯性能の高い金庫で保管し、ベースボード等 

で固定しましょう。 

・個人の情報等を安易に SNSで発信することはやめましょう。  

 

・純正セキュリティとは別に、周囲に異常を知らせる警報装置、GPS装置、 

イモビライザ等追加の電子機器類を取り付けましょう。 

・ハンドル固定装置、シフトレバーロック、ブレーキペダルロック、タイヤロック等、

複数の防犯装置を組み合わせましょう。 

・ナンバープレート盗難防止ネジによる対策をしましょう。 

・短時間でも車から離れるときは、必ずエンジンを停止し、ドアをロックするとともに、

車内にエンジンキーやバッグ等を置いたままにしないようにしましょう。 

・管理人が常駐し、照明や防犯カメラなどが設置されている駐車場を選びましょう。 

 

 

 

 

・被害防止機能つき電話機を設置したり、在宅時でも常時留守番電話設定にしましょう。   
・電話で孫などの親族等から金銭を要求されたときは電話を切り、警察や家族 

に相談しましょう。 

・電話で預金口座の暗証番号を「教えない」、キャッシュカードを「渡さない」 

ようにしましょう。 

・パソコンに突然表示される「ウイルス感染」の警告や、携帯電話への「有料サイト

等の未納料金を請求するメール」は詐欺の可能性が高いことから、画面に表示 

された連絡先には電話しないようにしましょう。 

・携帯電話で話しながら ATMを操作している人がいたら、被害防止のため声を 

掛け、警察に通報しましょう。 

・SNS 等を通じて高額収入等の甘言を用い、犯罪に加担することの募集に若者達

が応じないように注意喚起をしましょう。 
 

・愛知県警察の公式ホームページや YouTube の公式チャンネルから、「体験型  

防犯教室（BO-KENあいち）」の防犯学習動画を視聴し、危機回避能力を身に 

つけましょう。 

・これさえあれば必ず役立つ！防犯まるわかりアプリ「アイチポリス」を活用して

防犯情報を確認しましょう。 

・周囲への警戒を怠らず、人通りのある明るい道を通りましょう。 

・防犯ブザーを携帯してすぐに使える状態にしておきましょう。 

・スマートフォン等を操作しながら歩くことは、不審者に気付くのが遅れるなど 

危険ですからやめましょう。 

 


